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世
界
現
代
史
シ
リ
ー
ズ

（
全
二
十
七
巻
、

山
川
出
版
社
）
の

一
冊
と
し
て
、
そ
の
出

現
が
待
た
れ
て
い
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
現
代

史
』
が
、
こ
の
八
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

著
者
の
伊
東
孝
之
氏
は
北
大
ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
。
ポ
文
協
の
運
営
委
員
で

も
あ
り
ま
す
。
十
年
あ
ま
り
前
に
出
た
『

東
欧
史

（
新
版
）
』

（
山
川
出
版
）
で
も

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
代
史
を
分
担
執
筆
し
て

い
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
こ
の
分
野
の
第

一
線

で
活
躍
し
て
い
る
方
で
、
最
近
で
は

昨
年
、
共
編
著
『
東
欧
現
代
史
』

（
有
斐

閣
）
を
刊
行
し
、
『
史
学
雑
誌
』
等
で
好

評
を
得
ま
し
た
。

今
回
の
新
刊
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
現
代
史
』

は
、
本
文
が
十
章
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
の
諸
前
提
」
と

名
付
け
ら
れ
た
第

一
章
で
、
著
者
は
、
中

世
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文

化
、
社
会
、
政
治

の
特
質
を
さ
ぐ
り
、
十

八
世
紀
後
半
の
い
わ
ゆ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
分

割

に
も
論
及
し
て
い
ま
す
が
、

つ
づ
く
諸

章
を
読
み
す
す
む
と
、
こ
の
亡
国
の
悲
運

が
そ
の
後
の
歴
史
に
残
し
た
傷
あ
と
の
深

さ
に
誰
も
が
気
づ
く
は
ず
で
す
。
た
と
え

ば
第

一
次
大
戦
後
、
念
願
の
独
立
を
回
復

し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
代
表
的
三
都
市

ワ
ル
シ
ャ
ワ

。
ポ
ズ
ナ
ン

・
ク
ラ
コ
フ
を

結
ぶ
鉄
道
線
も
な
か

っ
た
と
い
う
著
者
の

指
摘
は
、
そ
の
簡
明
な

一
例
を
示
し
た
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

だ
が
本
書
の
重
点
は
、

「
ま
え
が
き
」

で
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
狭
義
の
ｖ

現
代
史
」
と
し
て
の
戦
後
史
に
お
か
れ
て

お
り
、
過
半
の
ベ
ー
ジ
を
占
め
る
第
六
章

以
下
で
、　
一
九
四
八
―
四
九
年
を
画
期
と

す
る

「
共
産
党

一
元
支
配
体
制
」
の
確
立
、

五
六
年
の
民
主
化
運
動
を
契
機
と
す
る
ゴ

ム
ウ
カ
体
制
の
成
立
、
七

ｏ
年
十
二
月
事

件

に
よ
る
ギ

エ
レ
ク
政
権
の
出
現
と
そ
の

崩
壊
と
い
っ
た
戦
後
史
の
流
れ
が
、
そ
の

推
移

・
転
換
を
必
然
化
し
た
諸
要
因

へ
の

鋭
い
洞
察
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
く
わ
し
く

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
こ
の
際
、

五
六
年
以
降
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
は
国
家
に

対
す
る

「
社
会
の
自
立
性
回
復
の
歴
史
で

あ
る
」
と
い
う
著
者
の
明
快
な
分
析
視
角

が
、
こ
の
間
の
労
働
者
な
ど
諸
社
会
層
の

動
き
を
透
視
し
そ
の
本
質
を
引
き
出
す
上

で
、
有
効
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
本
書
が
最
大
の
力
点
を
お

い
て
い
る
八

ｏ
年
代
初
頭
の

「
連
帯
」
時

代
は
、
こ
の
視
角
か
ら
み
れ
ば
、
社
会
の

革
命
的
活
性
化
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
中

で
成
立
し
た
政
労
協
定

（
八
ｏ
年
八
月
二

十

一
日
）
以
降
十
六
カ
月
に
わ
た
る

「
グ

ダ
ン
ス
ク
体
制
」
は
、
そ
の
本
質
と
し
て

「
国
家
と
社
会
の
分
業
体
制
」
と
把
握
さ

れ
る
の
で
す
。

早
く
も
グ
ダ
ン
ス
ク
協
定
締
結
八
周
年

記
念
日
を
迎
え
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、

「
連
帯
」
再
合
法
化
の
要
求
な
ど
を
掲
げ
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た
ス
ト
ラ
イ
キ
等
の
動
き
が
報
じ
ら
れ
、

日
本
で
も
改
め
て

「
連
帯
」
時
代
の
記
憶

と
関
心
が
よ
び
さ
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴

史
が
現
代
と
過
去
と
の
対
話
だ
と
す
れ
ば
、

人
び
と
の
関
心
は
、
今
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
国
家
と
社
会
の
緊
張
関
係
を
生
み
出
し

た
歴
史
的
背
景
へ
と
遡
及
し
て
い
か
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
本
書
は
、
現
在
わ
が
国
で

最
も
信
頼
の
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
現
代
史

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
真
し
な
歴
史
的
関

心
に
応
え
、
そ
れ
を
満
た
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

盤轟

轟

癬

難
一

チ
ャ

ト

タ
ー
便

の

ご

案

内

も
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

▲

一
九
八
九
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

飛
行
予
定
は
左
の
と
お
り
で
す
。

（
一
）
四
月
二
十
八
日

（
金
）
か
ら
五

月
六
日

（
土
）
ま
で
の
九
日
間

（
二
）
四
月
二
十
日

（
日
）
か
ら
五
月

八
日

（
月
）
ま
で
の
九
日
間

▲
接
続
可
能
都
市

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
プ
リ
ュ
ツ
セ
ル
、

コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

ジ

ュ
ネ
ー
プ
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
、
ロ
ン
ド
ン
、

リ
ヨ
ン
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
ミ
ラ
ノ
、
バ
リ
、

口
‥
マ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ウ
イ
ー
ン
、

チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
カ
イ
ロ
、
ベ
ル
リ
ン
、

プ
タ
ベ
ス
ト
、
プ
ラ
ハ
、
イ
ス
タ
ン
プ
ー

ル
．

原
稿
募
集
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
随
筆
、

紀
行
文
、
評
論
な
ど
を
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び

ポ
文
協
に
つ
い
て
の
断
片
的
な
感
想
、
コ

メ
ン
ト
、

ニ
ュ
ー
ス
等
を
葉
書

一
枚
に
ま

と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
締
切
は
い
ち

お
う
二
月
末
日
と
い
た
し
ま
す
。

に  で 詩 初 歌 子 第 詩  で 1後 が
ま 訳 初 百 頭 曲 ど Ⅲ 抄 本 も ラ 存 ノ 先
だ 者 の 三 か 集 も 章

｀
詩 大 ン 知 :年

若 の ポ 十 ら の の 現 第 集 き ド の べ
｀

く 米 1二 現 全 た 代 Ⅱ は な で 方 ル ボ
し 川 ラ 編 代 五 め ポ 章 )位 は も 文 l
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本

の
紹
介

（
二
）

米
川
　
和
夫

ド
の
詩
人
ミ
オ
シ
ュ

を
受
賞
し
た
こ
と
は

と
思
い
ま
す
が
、
ポ

か
ら
詩
が
文
学
の
中

占
め
て
き
ま
し
た
。

章
が
ガ
ウ
チ
ン
ス
キ

エ
ー
ヴ
イ
チ
詩
抄
、

ン
ド
詩
抄
、
第
Ⅳ
章

、
第
Ｖ
章
シ
ョ
バ
ン

ら
成
り
、
十
九
世
紀

る
三
十
人
の
詩
人
の

大
ハ
酬
川
「

わ
が
国

詩
集
で
す
。

氏
は
、　
一
九
八

二
年

く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

訳

（〓目
土
社
　
三
千
八
百
円
）

九
年
間
に
旦

っ
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
日
本

学
科
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文

学
者
と
し
て
著
名
な
方

で
、
本
書
は
そ
の

遺
稿
で
す
。
訳
文
は
ポ
ト
ラ
ン
ド
詩
の
み

ず
み
ず
し
き
を
み
ご
と
に
生
か
し
た
格
調

一高
い
も
の
で
す
。

一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
¨

こ
ね
こ
の
お
ひ
げ

「
ミ
ル
ク
な
ん
か
ね
　
ぼ
く
　
み
も
し
な

い
か
ら
」

そ
ん
な
か
お
し
た
　
お
ひ
げ
の
さ
き
に

し
ろ
い
し
ず
く
が

ひ
と

つ
ぶ
。

ポ
ー
ラ
ン
ド

ヘ
行
き
た
い
の
で
適
当
な

航
空
便
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
事
務

局

へ
の
問
い
合
わ
せ
が
、
こ
れ
ま
で
少
数

で
す
が
あ
り
ま
し
た
．
ポ
ー
ラ
ン
ド
航
空

Ｌ
Ｏ
Ｔ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
限
り
、
フ
ラ

イ
ト
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
そ
の
他
に
関
す
る
情

報
が
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
年
末
年
始
、
春
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
夏
期
の
三
期
間
に

限
り
、
全
部
で
十
五
往
復
便
て
い
ど
成
田
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
間
を
飛
ん
で
お
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
主
要
都
市

へ
の
接
続
も
可
能
で
す
。

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の
会
員

で
、

こ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
な
さ
り

た
い
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
れ

ば
、
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
同
様
の
情
報
は
、
本
会
団
体
会
員

の
日
本
通
運

（
株
）
札
幌
旅
行
支
社

（
電

話

　

ｏ
ｒ
一
―
三
二
二
―
五
四
三
二
）
で
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